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13.胆石症，とくに胆管盟右症における 99mTc_(P_ 
Butyl) IDA による担這シンチグラフィーの意義
大野孝則〈国立千葉・放射線科)
漆原昌人，御園生王紀，木村道雄(間・内科)
新星迭を加えた IVC(静脈性題道造影〉を撞行した担
石症22倒について，胆道シンチを行い，再検査法の特色
を検討し，胆道シンチの意義を明らかにした。 
(1)IVCにおける胆嚢造彰状態，担管拡張を正確に描
記しうる。 (2)好機能霞害による造影の影響は少なし
血清総ピPノレピン 6mg/dlの葉痘例においても長好に造
影される。 (3)肝内胆管より十二指腸までの集覆・排准
曲擁立，豆常型，早期流出型，流出不良型に分類され，
それぞれの胆道の病態を反映している。 (4)担石陰影の
描出は極めて稀である。 
14. UDCA，Soysterol併馬による胆石溶解察法の
検討
近藤福雄，伊藤文憲，野口武英，
イ中野教彦，永瀬敏行〈船議中央)
胆嚢担石に対する溶解療法は，現在 CDCA，じDCA
投与が行なわれている。当誌での過去3年間の 6カ月以
上投与 33例の成績比清失例5例 (15%)，縮小を含め
た存効例17例 (52%)であった。単独療法難治例8例と
大盟石例7例に対し，効果増大を期待して UDCA600 
mg.Soysterol 9 g分 3， 6カ月以上投与の併用療法を施
行した。結果は単独療法をやや上田る額向をみたが例数
が少なく存意差はなかった。 Soysterolの併用による副
作用は特になかった。 
15.肝硬変と謝糖能異常
後藤信昭，小林千鶴子，武者広隆，
森博志，加藤二部 〈国立千葉)
肝硬変41例に50g-0GTTを施行し，血税 IRI，CPR 
を測定し以下の結果を得たc 肝硬変の約 9害jに酎糖能異
常を認めた。 FBS孟 120mg/dlの肝硬変はインシュリン
分泌が抵く一次性糖尿病を合併していると思われる。耐
糖能異常の程度は， T. Bil，ICGR15などの肝機能のパラ
メ)ターと棺関を示さなかった。 
16.サルコイドージスと野生検
田辺雄一，佐藤a摸ー.Jfl口 元，
福永和雄 (キッコーマン総合)
今回，サノレコイドージスを疑って野生検を行ハ肉芽
題を註明した 2例を経験した。最近，サノレコイドージス
の診断に経気管支障生検が，行なわれるように会った。
しかし，サノレコイドージスにおいて，臨床症状を呈さな
い場合でも， J干肉芽腫の湯性率は高く，しかも安全性に
関しても問題ない点を考えラ怯黙として肝生検が，有力
な診断の手段であると患われる。 
17.重重Jレポイド型肝奈の 2症例
山口武人，譲u奇正美，中国 恒，
高相豊太郎 (清水厚生)
伊藤進 (靖玉医科大)
大久保春男 (船榛中央・病理)
今回我々は重症化を呈したノレポイ F型肝炎 2例を経験
した。一例自は49歳女性。 HB5抗原霊会性，高 r-g1血症，
抗接抗体抗平滑筋抗体揚註 LE締麹陽性であ担ステロイ
ド使用により著効を認めた。二例自は58歳女性。 LE細
胞陰性であったがルポイド型と診断してステロイド使用
で効果を認めた。 Mackayらが提唱したlレポイド肝炎は
本邦では比較的稀れな疾患とされていたが最近の調査に
より少なかちず存在することが示唆され，その検索が必
要と考えられる。 
18.豆急性肝炎の 2症例
渡辺義郎，本村八重子，自中晶子，
野口武英，伊藤文憲，永瀬敏行
(語掻中央)
大久保春男 (同・病理)
症例 1は52歳の女性で，急性肝炎症状発症後 3ヶ月後
急速に肝不全が出現した。 G-I療法・ DHPを艦行した。
脳症;こは効果認められたが，救命するに至らなかった。
症例2は28歳女性，入読持著明な腹水・黄痘・肝障害を
認めたが，脳症は軽度であった。 G-I療法誼行し，急速
に回復した。亜急性好炎の予後は，年齢・脳症等が大き
く左右するので早期に診断し，腿症が重篤になる以前に 
G-I療法を開始することが有効であると思われる。 
20.超音波換査で惇体部にユコーレベルの高い腫擢
像を認めた 1傍
広田勝太郎，磯村f宇治，杉清信之，
石塚正治 〈上都賀総合)
吐血にて入院した患者の胃 X・Pで，胃体上部が後方よ
り圧迫されていたため，接部エコーを行い， Jj平体蔀に高
レベノレの腫藩録を発見した。 ERCPで主捧管の中断像あ
ったが，アンギオ， CT等でははっき予と捧癌と断定で
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きなかった。外科にて関麗，生検した所，彊性捧炎であ
った。約 2年の経過であるが，高レベルの彊藩像に変北
なく，慢性捧炎の一部が撞撞を形成したものと考えてい
る。画像診断が菌難であったー椀。 
21.肝海韓状血管腫と患われた許紐臨癌お 1症例
桜井渉，陳信義，摺越和雄，福山悦男，
神田芳郎，三輪清三(君捧中央)
田中寿一 (同・外科)
讃須賀イ底土屋聖ニ (千大)
我々は肝血管造影所見において，動脈桔初期よ歩出現
し，徐々にその程度を増し，静~相まで続く Cotton 
wool-like poolingを宥し， Gaスキャンにて欠損像を呈
し，臨床所見上，肝海綿状血管躍にきわめて類似の所見
を呈し，肝切除術後の病理診断にて，肝紹抱癌と判明し
たー症例を経験したのでここに報告した。 
22.興味ある臨床像を示した肝癌の 2椀
岩住，j、緒理，鈴木秀子，桜由正也田口忠男，
岩詞章允石原運雄(千葉労災〉
私達は，びまん型肝癌の 1~U と治療により効果のみら
れた肝癌の 1例を報告する。
症例 1は，全身捧怠感を訴えて入院となった51歳の男
性で， AFPが4800p.g/mlと高笹のため，見干癌の疑いの
もと;こ諸検査撞行するも建診が得られず血管造影を施行
し，びまん型肝癌の診断を得た。 MMC-mc，emboliza-
tionを撞行し AFPの減少，肝腫大の改善をみた。症例 
2辻，入院時すでに蹄転移を語、めた49歳男性で，腹部血
管造影の際， MMCを動注し，肺転移巣の改善，肝腫大
の改善をみた。 
23.肝嚢蕗謀癌の 1例
吉)1玉治，鈴木泰俊，小渋陽一，
生藤重明 (鹿島労災) 
Biliary Cystadenocarcinomaは希な疾患であ予，それ
らの大多数が街中あるいは割検時に診断しえたものであ
った。今回我々は，超音波診断・ X隷 CT・血管造影等
によヲ，筏前に診断し，組識学的に cystadenomaとの
移行が見られた一例を経験したので報告した。 
24.細小肝癌の 1顎徐倒
北沢栄次，新田義朗，町井彰(都立豊島)
症例49歳，男。 E本酒 5合/日 (25年間〉。輸血歴(一)
昭和54年よ担肝硬変にて外来通院中。昭和57年 6月8日
超音波検査で肝右葉に21X16mmの腫癌性病変があ 9入
院。 HBsAs(一)， HBsAb(ー)， AFP4.1ng/ml CEA・Z 
1.0ng/ml.血管造影にて老葉に手20mnの濃染像。援部 
CT，肝シンチグラムで辻 masslesion (ー )0 9月24日都
立駒込病践で肝右葉区域6亜亙域切除慌を撞行。彊蕩は
被包を有する1.5X 1.5x1.Ocmの結部型。組織学的に 
Edmondson 1型の hepatocellular carcinoma，非癌部
は乙型肝硬変。術後経過は良好である。 
25.肝動際塞栓調印t著効を示した肝癌の 1症例
諌信義，接井渉，隈越利雄，神田芳郎，
和臣豊治〔君津中央)， 土屋聖二(千大〉 
45歳男建， HBs(+)，車請 AFP~亘が高値を示し，車管
造影で月干硬変を合併し，両葉にわたり肝細胞癌に特徴的
な像を呈していたので，総合的に肝結抱癌と診酷した。 
10ヶ月間，肝動脈塞詮需を 3団施行し，肝スキャン，エ
コー， CT，血管造影及び AFP~査にて経過観察した所，
彊壌の縮少，自覚症状の改善が見られたので，延命効果
に有効で、あると判断した。 
26.映議下穿刺による抗癌剤の局所投与を行った票
発性肝癌症例
長嶋敏靖，松谷正一，中村広志，武井義夫，
関村博文，斉藤輝六，北篠龍彦(辻、田原市立〉
肝細胞謹に対する薪たな化学療法として，抗癌剤の局
所投与法につき報告した。本法辻動注化学療法に比べ手
技が容易であり，またより高濃度の薬剤を腫療内に投与
することが可能であった。抗癌剤の馬所投与法は肝細抱
癌に対する新たな非観血的治療法として有用と考えられ
たc 
27.悪性墨色表度謹を伴なった肝縮胞癌の 1椀
蓮沼桂言，鈴木直人，斉藤正乳宍戸英雄，
磯田和雄(冨立佐倉)， 浜口訣ー
{同・萌究検査科〉
症例， 48歳男性。主訴，右季助部靖。現病歴， 57年 
3 jL 心寵部痛があ予，以後，右季肪部鈍痛が持続。全
身倦怠感，食欲不振著明のため入院。膝富，下腹部む
やや隆起した黒褐色の色素沈着を認めた。検査の結果，
肝右葉に麗蕩を認め，腹腔内リンパ館転移があった。丹
駅間存が明らかでないため， むFT，N eocarinostatinに
よる化学療法を雄行たしが約 4ヶ月後に死亡された。皮
疹部の皮j書生検の結果は黒色表皮腫であヲ，肝紹抱痘と
